
　　　　

令和　7 年 3 月 17 日

平日：月～金 10 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ゆめをかなえる子どもたちへ　できないことをできるにかえよう　①夢をかなえる場所に　②子どもの目線で　③できないをできるに変えよう　④まずは楽しく過ごそう

事業所名 作成日支援プログラム（参考様式）児童発達支援・放課後等デイサービス　りあきっず
放課後等デイサービス　りあきっずneo

子どもが意欲的に関われるようなあそびを通して、成功体験を増やし自己肯定感を育みます。一人一人の認知の特性を探り、特性に合わせた働きかけをします。
様々な感覚を活用し、入ってくる情報を受け取り処理が出来るよう工夫して認知機能の発達を促します。物の様子、音、場所、時間等の概念の形成を図り、周囲の環境に本人が気づき、自発
的な動きや行動を引き出せるよう支援します。
（支援プログラムの具体例：絵本、音楽、創作活動、道具を使ったあそび（魚釣り、ボーリングなど）、散歩、クッキングなど）

様々な人との関わりや交流を通して人と関わる楽しさを感じ、自分の表現方法で意思表示ができるよう支援します。自分の気持ちや意思に気づけるよう働きかけ、自分に合った手段で意思の
伝達ができるよう一人一人の発するサインを大切にします。場面に応じた人との関わり方について学んでいけるような経験を増やし、周囲の環境の理解と意思の伝達ができるよう支援しま
す。
（支援プログラムの具体例：読み聞かせ、他児とのやりとりを楽しむ集団遊び、個別のふれあい遊び、季節の行事など）

職員や他児との関わりの中で、人や環境に対する安心感・信頼感を育みます。安心できる居場所で自己肯定感を育み、安定した情緒の下で生活が出来るよう支援します。
他者との関わりを通じて自分の気持ちに気づき、折り合いをつける力や他者を思いやる気持ちを育みます。
（支援プログラムの具体例：ふれあい遊び、ルールのある集団レクレーション、季節の行事、散歩、買い物体験など）

支援方針
子どもの気持ちを最優先にし、子どもと保護者の意向や、子どもの適正、特性やその事情を踏まえた個別支援計画を作成し、これに基づき指定児童発達支援・指定放課後等デイサービスを提
供します。発達の５領域を含めた総合的な本人支援を提供し、子どもとその家族が安心して生活をおくることができるよう努めます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
4月：入学入園お祝い会　　5月：子どもの日　　7月：七夕　　8月：夏祭り　　10月：ハロウィン
12月：クリスマス会　　1月：餅つき　　2月：節分　　3月：卒園・卒業お祝い会

（別添資料１）

家族支援
日常の心配や困りごとに対して相談援助を行い、必要な情報を提供します。
子どもの発達を共有し、安心して子育てができるようにします。保護者同士が交
流する場をつくり、子どもとの時間を楽しめるように支援します。

移行支援
進路や移行先の選択について、お子様やご家族への相談援助、移行に向けた
支援を行います。

地域支援・地域連携

関係機関と連携し、子どもとご家族が安心して地域で生活が出来るよう日常の情
報交換や会議等で必要な支援を考えます。地域の自立支援協議会等の研修に参加
し、情報収集と連携、地域課題の改善・解決に努めます。
地域の人たちとの交流や社会体験の場を拡げ、地域が安心できる居場所となるよ
う支援します。

職員の質の向上

外部研修や事業所内研修を行い、各職員の能力や資質の向上を目指します。
感染予防、防災、防犯、虐待防止、事故防止等に対する研修と訓練を定期的
に行い、事業所の安全対策を行います。
職員間で日々の支援の振り返りや気づきを大切にし、支援の質の改善と向上
を目指し、話し合いを重ねていきます。

支　援　内　容

生活リズムや生活習慣を整え、健康的に安心して生活できるよう支援します。子どもの特性や発達の状態に配慮しながら心身の状態を確認し、普段と違う異変に速やかに気づき対応できるよ
う小さなサインに留意します。排泄支援では、プライバシーを保護し特性や発達状態に合わせたトイレへの誘導やオムツ交換を行います。
（支援プログラムの具体例：食事、排泄、清潔、健康チェック、感染予防、散歩、クッキングなど）

一人一人の特性や発達の状態に合わせてあそびを通した運動を行い、子どもの興味・関心・楽しみ・やる気・持っている力を引き出す支援をします。
視覚・聴覚・触覚・臭覚・固有覚・前提覚等の保有する感覚を活用し、発達を促す支援を行います。
（支援プログラムの具体例：風船バレー、輪投げ、玉入れ、マット運動、バランスボールなど）
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